
 

 学 長 挨 拶  

 

福井大学長  眞弓 光文 

 

本日は、奈良女子大学から今岡学長、岐阜聖徳学園大学から藤井学長をはじめとして、関係の

皆様にお越しいただき、「福井大学大学院福井大学・奈良女子大学・岐阜聖徳学園大学連合教職開

発研究科の設置及び運営に関する構成大学間協定」を締結できますことを、大変嬉しく思います。

これまで協定締結のためにご尽力いただきました奈良女子大学、岐阜聖徳学園大学、そして福井

大学の関係各位に、深く感謝申し上げます。 
 

ご案内のとおり、福井大学は、地域の少子高齢化、過疎化、人口減少が進行する中、県内唯一

の国立大学として、「地域にしっかりと根をはり、世界に向かって伸びる大学」、「地域になくては

ならない大学」を目指し、様々な改革を実施して参りました。 
 

中でも、教員養成・教師教育分野では、福井大学の教職大学院の特徴である「学校拠点方式」

による教育を展開することなどにより、福井県域へ優れた教員を輩出し、また、現職教員の生涯

にわたる学びを支援して参りました。 
 

そのような実績を基に、教員養成・教員研修機能の新しいモデルを構築し、福井県のみならず

国内外へ広く展開するため、奈良女子大学、岐阜聖徳学園大学との間で教員養成のための「連合

教職大学院」を、平成 30 年 4 月をめどに設置することについて合意し、三者間で検討を進めて参

りましたが、先般、文部科学省からその設置が認められました。 
 

この「連合教職大学院」は、異なる基盤を持つ三大学が、従来の枠組みを超えた協働組織とネッ

トワークを形成することにより、福井大学が進めてきた「学校拠点方式」による教職大学院の取

り組みをさらに広く拡大、発展させるとともに、我が国における教師教育のための優れたモデル

を提供することを目指しております。 
 

本日の協定締結はその第一歩であり、三大学がお互いの知見や能力を共有して「連合教職大学

院」を一体的に運営することにより、優れた教員養成を実現していくための道筋を切り拓き、21

世紀を生きる子どもたちの成長を支えることができる、実践的な指導力・展開力や、学校改革を

マネジメントできる能力を備えた教師の育成が一層進むことを期待申し上げて、私のご挨拶とさ

せていただきます。 

 

 

 

奈良女子大学長  今岡 春樹 

 

本日、福井大学、岐阜聖徳学園大学及び奈良女子大学の３大学による連合教職開発研究科の設

置及び運営に関する構成大学間協定の締結に至りましたことについて、この間ご尽力いただきま

した関係者の方々に対し、深く感謝と御礼を申し上げます。 
 



奈良女子大学は前身である奈良女子高等師範学校の伝統を引き継ぐかたちで附属学校を設置し

ております。附属小学校においては、子どもたちの主体的で協働的な学習を実現するカリキュラ

ムと授業づくりを進め、奈良の学習法の全国的なネットワークを作り、その中心的役割を果たし

てまいりました。また、附属中等教育学校においては、中高一貫教育とスーパーサイエンスハイ

スクール等の特色あるカリキュラムへの取組を進めており、附属幼稚園においては幼少一貫教育

に向けた先進的な実践を行っています。 
 

このたびの連合教職大学院の設置により、基盤を異にした３大学が、「学校拠点方式」という、

附属学校を拠点校として、実践研究を活かした教職大学院を協働して実現していくことになりま

す。そして教員養成のみならず教員研修機能の高度化の新しいモデルを作り上げることになりま

す。また、大学間の協働とネットワークや大学を超えた教員の協力関係と協働研究体制の実現は、

広範な教師教育改革を先導する実践的モデルを提起するものと確信するところであります。本日

はどうもありがとうございました。 

 

 

 

岐阜聖徳学園大学長  藤井 德行 

 

本日、福井大学と奈良女子大学、そして岐阜聖徳学園大学の三大学によります「構成大学間協

定」を締結できましたことは本学にとりまして大きな喜びであり、福井大学 学長 眞弓先生、奈

良女子大学 学長 今岡先生をはじめ関係者の皆様方にここに深く感謝と御礼を申し上げます。 
 

岐阜聖徳学園大学は、昭和４７年に教員養成を目的とした教育学部のみの単科大学としてス

タートいたしました。それ以来、いくつかの学部を設置して発展して参りました。特に教員採用

においては東海地区を中心に毎年大勢の学生が採用され、今では全国トップクラスの教員就職率、

正規合格者数を残しております。また、OB・OG の皆さんが各地で教員として活躍しています。 
 

しかし、教職大学院に関しては、本学単独で教職大学院を立ち上げることは難しく実績が全く

ない状況です。そのような中で今回福井大学からお声掛けいただきました。 

福井大学で進められてきました「学校拠点方式」に賛同し、教員養成・教員研修機能の新しい

モデル構築にお役に立てることができればと思い、連合教職大学院に参加を決意した次第でござ

います。 
 

福井大学がこれまで進められてきた「学校拠点方式」による教師教育の仕組みを岐阜の地にも

広げられるようにしていきたいと思っております。 
 

最後になりましたが、本日の協定締結のために、今日までご尽力いただきました福井大学並び

に奈良女子大学の関係者の皆様に、改めて感謝申し上げ、挨拶とさせていただきます。 


